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球を高い密度につめる時の基本的な構造のunitは, (球を頂点に持っ )正4面体 (T)である
が,正4面体だけでは3次元 Euclid空間をうめつくすことが出来ない｡ DRPmodelにおい
て経験的に見出されているBernal多面体のうち, tetragonal dodecahedronは3つの4面体と
1つの8面体の合成と考えられること, trigonalprismは主に metaloidatomを伴 うものであ
ること,最近の Finneyと Walace'の計算機 simulationの結果を考えると, monatomicな非晶
質金属構造は,正4面体 (T)と正8面体 (0)の randompackingで表わすことが出来ると考え
られる｡
rと0をづないで行く時,その networkに現われる unitとしては,多少の歪を許せば 7種
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記 憶 と忘 却 の記録
一極微弱磁場下における自発磁化の成長と消滅一
阪大･基礎工 長谷田泰一郎 ･鹿島 義雄
Mn(HCOO)2･2H20(疑二次元格子弱強磁性結晶 )について,転移点㌦近傍の自発磁化
Msを極微′ト磁場下 (10m(束以下 )で測定すると,温度をpara状 態からTN(- 3･686K)を










から温度を掃引することになるので esを掃引スター ト温度と呼ぶo fig-1をみると磁場E｡Ⅹ
(注 ;sample宰 加わる磁場はHexに残留磁場E｡(iEol<3mOeと思われる)を加えたE +eX
E｡である)が一定であるにもかかわらず,測定毎に違った形状を示し規則性はないoMsは上
向きに成長することも下向きに成長することもあるo実はこのHexは有効的に零磁場を作った
と考えられるという事である｡
これに対して fig-2は同じHexの下で同じ実験手順で測定したものであるが, ④～⑦では
掃引スタート温度をもっとTNに近づけて es- 1･0×10~2に変えたときのMs-T曲線であるo
今度はMs-T曲線はすべて形状が非常に類似しているOこのことはTNから 6S-1･0×10L2
の間の para状態では過去のMsの成長過程が記憶されていることを意味するo記憶は⑨でわか
るように 6S-5･3×10-2にすると失なわれてしまうo
Msに対しての磁場の影響を調べるために磁場と掃引スター ト温度を変化させたのが fig-3
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